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無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
調
停
協
会
で
は
、
最
高

裁
判
所
委
嘱
に
よ
る
無
料
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

11
月
8
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

●
会
　
場

宇
都
宮
市
役
所
14
階
大
会
議
室

●
相
談
内
容

交
通
事
故
、
金
銭
の
貸
借
（
消

費
者
金
融
、
そ
の
他
）、
土
地
・
建

物
の
問
題
、
相
続
、
離
婚
、
扶
養
、

そ
の
他
民
事
・
家
事
に
関
す
る
一

切
の
相
談

●
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
調
停
協
会

1
0
2
8
‐
6
2
1
‐
2
1
1
1

民
事
関
係
　
内
線
3
6
1
1

家
事
関
係
　
内
線
5
1
1
1

突
然
の
事
故
に
備
え
て

水
質
事
故
訓
練

油
な
ど
の
流
出
で
発
生
す
る
水

質
事
故
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。
事
故
に

備
え
て
宇
都
宮
市
内
の
鬼
怒
川
で

水
質
事
故
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
自
由
に
見
学
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

10
月
17
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
会
　
場

宇
都
宮
市
道
場
宿
緑
地

●
内
　
容

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
訓
練
、
採

水
・
水
質
分
析
訓
練
、
広
報
活
動
訓

練
、
油
流
出
防
止
対
策
訓
練
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所

1
0
2
9
6
‐
2
5
‐
2
1
6
9

プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券

『
下
野
市
共
通
商
品
券
』
販
売

商
工
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
市
内
の
商
工
業
者
（
商
品
券
取
扱

店
）
で
利
用
で
き
る
、
お
得
な
プ
レ

ミ
ア
付
（
10
％
割
増
）
商
品
券
を
発

行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

●
販
売
日
時

11
月
11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

●
販
売
場
所

大
松
山
運
動
公
園
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

国
分
寺
商
工
会
館
玄
関
前

南
河
内
庁
舎
南
側
玄
関
前

●
販
売
対
象
者

小
学
生
以
上
の
下
野
市
民

※

商
品
券
取
扱
店
は
、
後
日
新

聞
折
込
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
商
品
券
の
内
容

①
1
枚
の
額
面
は
、
千
円
で
す
。

②
1
セ
ッ
ト
は
一
万
円
（
千
円
券

11
枚
綴
り
、
一
万
一
千
円
分
）

単
位
の
販
売
で
す
。

③
1
セ
ッ
ト
（
千
円
券
11
枚
綴
り
）

の
内
、
7
枚
は
全
店
共
通
使
用

商
品
券
で
す
。
残
り
4
枚
は
大

型
店
を
除
く
事
業
所
で
使
用
で

き
ま
す
。（
詳
細
は
、
後
日
新
聞

折
込
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

④
購
入
限
度
額
は
、
1
人
5
セ
ッ

ト
、
五
万
円
ま
で
で
す
。

⑤
限
定
9
千
セ
ッ
ト
で
、
売
切
れ

次
第
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
商
工
会

1
（
53
）
0
4
6
3

国
分
寺
商
工
会

1
（
44
）
0
2
0
2

南
河
内
商
工
会

1
（
48
）
0
0
5
9

石
橋
郷
土
史
研
究
会
主
催

講
演
と
芸
能
発
表
会

●
日
　
時

10
月
7
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時

●
場
　
所

石
橋
公
民
館

●
内
　
容

・
講
　
演

「
栃
木
県
の
県
民
性
に
つ
い
て
」

（
講
師：

松
浦
一
行
先
生
）

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

・
芸
能
発
表
会

○
吟
詠
　
吟
舞
道
西
峰
流

構
成
吟
　
李
白
を
訪
ね
て

○
踊
り
　
さ
つ
き
野
会

○
四
竹
健
康
踊
り
光
梅
友
の
会

○
大
正
琴
　
琴
邦
会

○
歌
謡
　
石
川
蕉
三
会
　
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
郷
土
史
研
究
会

事
務
局
長
　
遠
藤
孝
夫

1
（
53
）
3
3
2
2

※

ご
入
会
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
入

会
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
！
検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の

は
ど
う
も
納
得
が
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

検
察
審
査
会
に
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に
つ

い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘

密
も
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
国
民
か
ら

選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検
察

官
の
行
っ
た
不
起
訴
処
分
（
刑
事
裁

判
に
か
け
な
い
処
分
）
の
よ
し
あ
し

に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。
審
査
員
は
、

選
挙
権
を
も
っ
て
い
る
一
般
市
民
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
次
の
と

お
り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
南
河
内
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

の
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
検
察
審
査
会
事
務
局

（
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
内
）

宇
都
宮
市
小
幡
一
丁
目
1
‐
38

1
0
2
8
‐
6
2
1
‐
2
1
1
1

●
石
橋
・
国
分
寺
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
の
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
検
察
審
査
会
事
務
局

（
宇
都
宮
地
方
裁
判
所

栃
木
支
部
内
）

栃
木
市
旭
町
16
番
31
号

1
0
2
8
2
‐
2
3
‐
0
2
2
5

※
も
し
、
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
ら
ご
協
力
を
！

検
察
審
査
会
で
は
、
11
人
の
検
察

審
査
員
が
事
件
の
審
査
を
し
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
も
し
も
、
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

①
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間

に
よ
る
被
保
険
者
区
分
（
短
時
間

労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
／

短
時
間
労
働
被
保
険
者
）
を
な
く

し
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受

給
資
格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
平
成
19
年
10
日

1
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

②
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が

50
％
に
上
が
り
ま
す
。

給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
40
％

か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

平
成
19
年
3
月
31
日
以
降
に
職

場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
、
平
成
22

年
3
月
31
日
ま
で
に
育
児
休
業
を

開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

③
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容

が
変
わ
り
ま
す
。

本
来
「
3
年
以
上
」
の
被
保
険

者
期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給
要
件

を
、
当
分
の
間
、
初
回
に
限
り

「
1
年
以
上
」
に
緩
和
し
ま
す
。

被
保
険
者
期
間
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
た
給
付
率
及
び
上
限
額
を

一
本
化
し
ま
す
。

平
成
19
年
10
月
1
日
以
降
に
指

思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY
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定
講
座
の
受
講
を
開
始
さ
れ
た
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

1
0
2
8
5
‐
2
2
‐
1
5
2
4

栃
木
労
働
局
職
業
安
定
課

1
0
2
8
‐
6
1
0
‐
3
5
5
5

栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校

学
生
募
集
（
一
般
）

●
募
集
学
科

保
健
学
科
、
看
護
学
科
本
科
、

看
護
学
科
専
科
（
昼
・
夜
）、
歯
科

衛
生
学
科
、
歯
科
技
工
学
科
、
臨

床
検
査
学
科

※

募
集
期
間
、
人
員
、
試
験
日

等
に
つ
い
て
は
学
科
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校

学
生
課

1
0
2
8
‐
6
5
8
‐
8
5
2
1

木
造
住
宅
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

建
築
中
、
完
成
後
の
木
造
住
宅
、

木
材
市
場
等
を
バ
ス
で
巡
回
し
、

木
造
住
宅
建
築
に
つ
い
て
実
際
に

見
て
学
ぶ
講
座
で
す
。
木
材
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門
家
が
同
行

し
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

●
日
　
時

﹇
県
南
地
区
﹈

10
月
21
日
（
日
）

﹇
県
央
地
区
﹈

10
月
28
日
（
日
）

●
募
集
人
員

各
地
区
と
も
先
着
50
名

●
参
加
費

一
人
　
1，
0
0
0
円（
昼
食
代
）

（
未
就
学
児
は
無
料
で
す
）

●
募
集
締
切

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で

●
申
し
込
み
方
法

官
製
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
（
未
就
学
児
の
内

数
も
）
・
参
加
希
望
日
を
記
載
し

応
募
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
木
材
需
要
拡
大
協
議
会

〒
3
2
1
‐
2
1
1
8

宇
都
宮
新
里
町
丁
2
7
7
‐
1

1
0
2
8
‐
6
5
2
‐
3
6
8
7

栃
木
県
立
博
物
館
の
催
し
物

◎
企
画
展

「
と
ち
ぎ
石
も
の
が
た
り

〜
人
と
石
の
文
化
史
〜
」

期
間

10
月
13
日
（
土
）

〜
11
月
25
日
（
日
）

会
場

展
示
室
2

◎
テ
ー
マ
展

「
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の

子
ど
も
の
こ
ろ
の
暮
ら
し
」

期
間

10
月
13
日
（
土
）

〜
3
月
30
日
（
日
）

会
場

テ
ー
マ
展
示
室

「
怖
い
？
知
り
た
い
！
毒
キ
ノ
コ
」

期
間

12
月
2
日
（
日
）
ま
で

会
場

テ
ー
マ
展
示
室

◎
体
験
学
習

「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
挑
戦
」

日
時

10
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

展
示
室

対
象

小
・
中
学
生

※
参
加
無
料
で
す
。
当
日
直
接
会

場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ま
が
玉
を
つ
く
ろ
う
」

日
時

10
月
28
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時

会
場

研
修
室

対
象

小
・
中
学
生
（
定
員
20
名
）

※
参
加
無
料
で
す
。
当
日
直
接
会

場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
博
物
館
で
や
っ
て
み
よ
う

「
化
石
を
さ
が
そ
う
」

日
時

10
月
14
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

研
修
室

対
象

小
・
中
学
生
と
保
護
者

（
定
員
20
名
）

※
参
加
無
料
で
す
。
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
映
画
会
（
ア
ニ
メ
）

「
に
じ
の
は
し
が
か
か
る
と
き
」

「
カ
ラ
ス
の
パ
ン
や
さ
ん
」

「
小
ジ
カ
の
ホ
シ
タ
ロ
ウ
」

日
時

10
月
7
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の

愉
快
な
船
長
さ
ん
」

「
ぼ
く
と
き
ど
き
ブ
タ
」

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
物
語
」

日
時

10
月
21
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時

会
場

講
堂

対
象

一
般
の
方
（
200
名
）

※
参
加
無
料
で
す
。
当
日
直
接
会

場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
定
時
解
説

毎
日
午
後
2
時
か
ら
、
解
説
員

が
企
画
展
・
テ
ー
マ
展
を
解
説
案

内
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
博
物
館
普
及
資
料
課

1
0
2
8
‐
6
3
4
‐
1
3
1
1
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栃
木
県
育
英
会
か
ら
お
知
ら
せ

財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
で
は
、

平
成
20
年
度
に
進
学
予
定
の
人
を

対
象
に
、
月
額
貸
与
奨
学
生
、
入

学
一
時
金
奨
学
生
及
び
東
京
学
生

寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

10
月
1
日
（
月
）

〜
11
月
15
日
（
木
）

●
願
書
等
配
付
先

県
内
の
各
中
学
校
、
高
等
学
校
、

市
教
育
委
員
会
で
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

1
0
2
8
‐
6
2
3
‐
3
4
5
9

http：
//www16.ocn.ne.jp/

̃tochiiku/

《
お
願
い
》

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金

の
貸
付
原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
支
援
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
寄
付
金
の
振
込
書
等
に

つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会
及
び

県
内
の
足
利
銀
行
各
支
店
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ

”も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
“

県
立
県
央
高
等
産
業
技
術
学
校

で
は
、
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
技
能
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
技
能
の
重

要
性
と
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
と
ち
ぎ
”も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
“」
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
　
時

11
月
3
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

●
会
　
場

宇
都
宮
市
平
出
工
業
団
地
48
‐
4

栃
木
県
立
県
央
高
等
産
業
技
術
学
校

●
主
な
内
容

も
の
づ
く
り
技
能
競
技
大
会
、

優
秀
技
能
者
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
、
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
、

も
の
づ
く
り
人
材
養
成
機
関
の
紹

介
・
展
示
、
産
技
大
祭
2
0
0
7

（
同
時
開
催
）

●
問
い
合
わ
せ
先

同
校

1
0
2
8
‐
6
8
9
‐
6
3
7
4

「
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
を

作
成
し
ま
す

歴
史
と
伝
統
に
溢
れ
る
下
野
市

の
よ
さ
を
、
市
民
の
皆
様
や
市
内

の
小
中
学
生
に
、
よ
り
一
層
広
く
、

深
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
…
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
市
の
名

所
旧
跡
や
産
業
、
自
然
等
を
織
り

込
ん
だ
「
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る

た
」
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

夏
休
み
に
は
、
市
内
の
全
小
中

学
生
を
対
象
に
「
読
み
札
」
の
作

品
を
募
集
し
て
、
9
月
末
に
審
査

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
読
み
札
の
追
加
募
集
や

取
り
札
の
原
画
募
集
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。（
作
品
数
が
不
十
分
な
場

合
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
応
募

も
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1
（
52
）
1
1
1
8

《
行
政
相
談
の
仕
組
み
》

役
所
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・

公
庫
等
）
の
仕
事
、
そ
の
他
行
政

に
関
す
る
悩
み
や
意
見
の
あ
る
方

は
、
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
。

本
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
次
の
行
政
相
談
委
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。（
敬
省
略
）

▼
藤
貫
　
喜
好

小
金
井
33
‐
12

1
（
44
）
4
5
6
7

▼
仁
平
フ
サ
ヱ

石
橋
9
1
4
‐
3

1
（
53
）
5
2
3
3

▼
前
田
　
洋
子
　

祇
園
5
丁
目
12
‐
10

1
（
40
）
6
9
9
4

な
お
、
行
政
相
談
は
次
の
と
お

り
開
設
し
て
い
ま
す
。

・
石
橋
地
区
（
き
ら
ら
館
）

毎
月
第
3
週
の
月
曜
日

・
国
分
寺
地
区
（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

毎
月
第
3
週
の
火
曜
日

・
南
河
内
地
区
（
ふ
れ
あ
い
館
）

毎
月
第
3
週
の
金
曜
日

※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

10
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す




